
奈
良
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
四
月
奈
良
県
条
例
第
十
七
号
）
第
五
条
の
二
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
、
山
の
辺
地
域
沿
道
景
観
保
全
型
広
告
整
備
地
区
に
お
け
る
広
告
物
の
表
示
又
は
掲
出
物

件
の
設
置
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お

り
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

名
称

山
の
辺
地
域
沿
道
景
観
保
全
型
広
告
整
備
地
区
基
本
方
針

二

内
容

１

概
要

山
の
辺
地
域
沿
道
地
区
は
、
盆
地
の
四
周
を
囲
む
大
和
青
垣
（
以
下
「
青
垣
」
と
い
う
。
）
の

裾
野
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
山
の
辺
（
以
下
「
山
の
辺
」
と
い
う
。
）
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
地
を
通

過
す
る
一
般
国
道
一
六
九
号
及
び
主
要
地
方
道
天
理
王
寺
線
の
沿
道
で
、
我
が
国
最
古
の
道
「
山

の
辺
の
道
」
に
平
行
す
る
区
域
で
あ
り
、
周
辺
に
は
大
小
様
々
な
多
数
の
古
墳
が
存
す
る
。
こ
れ

ら
の
古
代
遺
跡
と
と
も
に
寺
社
や
環
濠
集
落
等
の
集
落
が
、
田
園
の
な
か
に
点
在
し
て
お
り
、
様

々
な
時
代
の
多
彩
な
景
観
資
源
を
有
し
、
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
質
の
高
い
景
観
を
形
成

し
て
い
る
。
ま
た
、
優
れ
た
眺
望
が
楽
し
め
る
視
点
場
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
沿
道
の
一
部
に
お
い
て
は
、
派
手
な
色
彩
の
広
告
物
や
周
辺
景
観
と
不
調

和
な
建
築
物
が
存
在
す
る
等
、
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
の
魅
力
が
低
下
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
山
の
辺
地
域
沿
道
地
区
を
景
観
保
全
型

広
告
整
備
地
区
に
指
定
し
、
良
好
な
広
告
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

２

広
告
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
構
想

青
垣
か
ら
山
の
辺
の
田
園
、
古
墳
・
社
寺
、
集
落
等
へ
つ
な
が
る
景
観
は
、
奈
良
固
有
の
風
土

を
形
成
し
て
お
り
、
奈
良
の
景
観
に
お
い
て
最
も
特
徴
的
な
景
観
の
一
つ
で
あ
る
。
青
垣
の
豊
か

な
自
然
と
山
の
辺
の
歴
史
文
化
遺
産
や
生
活
環
境
が
一
体
と
な
っ
た
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」
と
し

て
の
質
の
高
い
景
観
を
保
全
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
周
辺
の
歴
史
・
田
園
景
観
と
の
調
和
に
努

め
、
こ
れ
ら
へ
の
眺
望
を
活
か
す
よ
う
、
奈
良
県
景
観
計
画
（
平
成
二
十
一
年
五
月
奈
良
県
告
示

第
四
十
号
）
と
連
動
し
な
が
ら
沿
道
の
建
築
物
等
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
く
風
格
の
あ
る
広
告
景

観
づ
く
り
を
図
る
。



３

広
告
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
事
項

歴
史
・
田
園
景
観
へ
の
眺
望
を
保
全
す
る
開
放
的
な
空
間
の
創
出

（一）

道
路
か
ら
の
優
れ
た
歴
史
・
田
園
景
観
へ
の
眺
望
に
配
慮
し
た
広
告
景
観
づ
く
り
を
図
る
た

め
、
屋
外
広
告
物
の
高
さ
が
適
度
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
雑
然
と
し
た
広
告

景
観
と
な
ら
な
い
よ
う
掲
出
の
抑
制
を
行
う
。

歴
史
・
田
園
景
観
と
調
和
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
の
創
出

（二）

奈
良
の
風
土
が
生
ん
だ
様
々
な
時
代
の
多
彩
な
景
観
資
源
と
調
和
し
た
広
告
景
観
づ
く
り
を

図
る
た
め
、
周
辺
の
優
れ
た
景
観
資
源
が
映
え
、
か
つ
、
建
築
物
、
工
作
物
、
自
動
販
売
機
等

の
多
様
な
景
観
要
素
が
調
和
す
る
よ
う
、
色
彩
へ
の
配
慮
及
び
照
明
等
の
使
用
の
抑
制
を
行
う
。


		2009-10-29T17:49:26+0900
	naraken.




